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STREAお1OF CONSCIOUSNESS in 
Joyce's and Faulkner's Novels 
Junjiro Tanimura 
Abstract 
There are many kinds of stream-of-consiousness novels. The novels written 
by James Joyce and William Faulkner are the most characteristic among them. 
In this paper the author attempts to examine how this method is used byア these
two writers in their own ways， by comparing U，かssesby Joyce with The Sound 
and The Fury by Faulkner. 
Both Ulysses and The Sound and The Fnry are mainly consisted of the three 
main characters' consciousnesses and almost everything is observed through their 
eyes. In their consciousnesses some relationships can be found between Molly's 
and Benjy's， between Stephen's and Quentin's， and between Bloom's and Jason's. 
When we examine these two novels from a different point of view， however， 
we五ndtheir methods quite different. Joyce uses a third person narrator to 
describe a character's consciousness as it is， while Faulkner uses a dramatic 
technique to compensate it. In Joyce's case the auther gradually disappears from 
Dubliners to Ulysses， while in Faulkner's case the author gradually appears from 
the First section to the Fourth. 
Joyce got to the summit of stream-of-consciousness novels， which is about 
to collapse. Faulkner started from the summit and descended the mountain 
without tracing the same course as Joyce did， combining stream of consciousness 
with the traditional novels. 
1920年代は，文学史的にみて「実験の時代」であったと言われる。それが
小説というジャンルにおいて， 最も著しく現われたのが所謂「意識の流れ」
(stream of consciousness)の手法であった。この手法によって小説家達は，
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人間生存の真実へより迫ろうとしたので、ある。つまり，彼等が小説という形
を用いて人聞の心を描く場合，それをこれまでの伝統的な小説のノミターンに
当てはめるには，あまりにも複雑であることを悟ったのである。
周知のように，この「意識の流れjという言葉は r記憶，思考，感情など
は，本来の意識の外側にある」とするアメリカの心理学者， William J ames 
によって始めて用いられたものである1)。 この言葉の受け取り方は各人によ
り異なってはL、るが，この種の小説の目指すところが，人間の意識に現われ
るすべての衝動や印象を，従来の小説のように分析し，整理することなく，
人間の心理を活動している姿でとらえることにあるのは確かである。 Robert
Humphrey はこの種の小説を，“atype of五ctionin which the basic em-
phasis is placed on exploration of the prespeech levels of consciousness 
for the purpose， primarily， of revealing the psychic being of the char町
acters"2)と言って，言語表現以前の意識の究明ということに力点をおいてい
るが，これが最も妥当な定義であろうと思われる。従って， r意識の流れJ派
の小説家としばしば混同される二人の著名な作家によって書かれた小説，す
なわち，作中人物の視点をとおして小説全体が呈示されるように，彼等の視
点だけでその心理的過程が明らかになる小説を書いた HenryJamesの小説
群は，言語表現以前の意識を全く取扱かっていないために，また，極めて慎
重に過去をふたたひとらえようとした MarcelProustの Ala Recherche du 
Temps Perdu (失われた時を求めて)(1913-1927)は，たんに意識の回想的な面
にしか関与していないために，共に「意識の流れ」の小説とは言い得ないの
である。
Lカか込し， この Hump凶hre可yの定義でで、漉
JamプC1e白sJoyce (1882-1941幻)， Virgini泊aWoolf (は188位2~1941υ)， Dorothy Richard司
son (1882-1957)， William Faulkner (1897-1962)など， この子法を用いた
小説家の数は多く，その表現形式も，各小説家によって多種多様であり，ま
た，各小説家についても，各作品により，各{乍中人物によって異なった表現
を用いていることが多い。
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この表現方法は， 主として 1920年代を中心とする十数年の極めて短かい
期間内に集中的に用いられ，その後は，この方法を部分的に採用することは
あっても，これのみに頼った小説は書かれていない。この小論においては，
主として， I意識の流れ」の小説の代表と誰しもが認める Joyceの Ulysses
(1922)と， Faulknerの TheSound and the Fury (1929)を取りあげ，これら
両作家の用いた「意識の流れ」の表現について比較考察したし、と思う。
(ー)
すで、に述べたごとし「意、識の流れ」を描出するために用いられる表現方法
は多種多様である。 Humphreyはこれを大別して，direct interior monologue 
(直接内的独自)， indirect interior monologue (間接内的独白)， omniscient de-
scription (作者全知の叙述)， soliloquy (独白)の四種としているが3)，この他にも
特殊な方法がいくつかあり，特殊な作家によって用いられていることは確か
である。この簡単な分類によっても，普通にしばしば混同される「意識の流
れ」と「内的独白」という語の相違が明白になるのであるべつまり， もっ
ぱら「意識の流れ」の代名詞のように使用されている「内的独白」なる語は，
単に「意識の流れ」を表現するための一方法に過ぎないと言えるのである。
しかし，単に一方法に過ぎないとは言え， I内的独自」が「意識の流れ」の
表現において占める役割は，他の方法に比較して最も大であると言わなけれ
ばならない。これまでの小説の文体が分解して，種々な形の「内的独白j に
なることは，今更述べるまでもなく Joyceによって行なわれたことである
が，この文体においては，作中人物と読者との関係が今迄とは完全に変えら
れてしまい，伝統的な小説の読者が，作中人物に対して一歩退いていたのを，
出来得る限りなくしようという努力がなされているのである九
Joyceにおける「意識の流れ」の表現の最高の段階が，Ulかysおse，釘5の
pe" episode，つまり， Molly Bloomの「内的独自」であることについてはす
でに異論はなしこれは正真正銘の directinterior monologueと言えるがめ，
Ulyssesを構成している 18のepisodeの中には， この完全な directinterior 
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monologue rこ達するまで、に，種々の段階があることが認められ，これの発端
を Joyc巴の作品の中に求めるならば， Ellmannなどの指摘するごとく 7)， 
彼の自伝的な小説と言われる ThePortrait of the Artist as a Y oung Man 
(1916) (以下 Portraitと略す)の最終部分における Steph巴nDedalusの日記とし、
うことになる。しかし，Ulyssesの「意識の流れ」の表現は， indirect interior 
monologue によっても行なわれており，これは Portraitは勿論，最初の短篇
集 Dubliners(1914)の中にも数多く見出される。この表現方法が， Jespersen 
の言う所謂 representedspeechであることは明らかであるが，その前段階と
も言える不完全話法8)は，Dublinersの中には相当ある。
従って， ]oyceの場合には，写実主義的な Dublinersから，それに自然主義
的な子法を加えた Portraitを経て，更に象徴主義をプラスした Ulyssesに至
る「意識の流れ」の表現の推移が，非常に緩慢であり，段階的であり， Woolf 
などに比べて一般にその表現方法が非常に難解であると言われる Joyceが，
作者の介入を避けて，可能な限りの objectivityを以て描くこの表現方法を，
如何に着実に獲得して行ったかが， syntaxの面からも確かめることが可能
であり，これは更に象徴主義文学の頂点とも言える FinnegansWake (1939) 
へと達することになるのである。つまり， Joyceの場合には，その表現方法
は常に progressiveであったのであり，彼の書いた四つの小説作成の過程は，
作者の介入を避け，完全なる objectivityを獲得するに至る過程と一致してい
7こことになる。
それで、は， Joyceに学び， Joyceを信仰していたと言われる Faulknerにお
ていは I意識の流れ」の表現はどのようにして用いられたのであろうか。
Faulknerの場合には I意識の流れJの小説と言われるものは，彼の数多い
作品の中で， 第四番目に書かれた TheSound and the Furツと第五番目の
As 1 Lay Dying (1930)二つのみである。彼はこれに先立つ三つの作品にお
いては， I意識の流れ」と名付け得る表現を用いることは殆んどなかったし，
また，これら三つの作品以後には，ふたたびこの手法のみに頼った小説を書
くことはなかった。つまり， Faulknerにあっては， I意識の流れj の手法は
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突加として現われ，突加として消え去るのである。 Joyceの場合とは異なり，
彼は「意識の流れ」の手法の功罪を TheSound and the Fuヮ一作中で体験
したと言える。 Faulknerにおいては，この作品形成の過程が，つまり，第一
章における白痴 Benjyの「内的独自J，第二章における自殺直前のハーヴァー
ド大学生 Quentinの「内的独白J，第三章における悪人 Jasonの「独白Jを
経て，第四章の「作者全知」の表現へと達する過程が，表現形式からみて，
Joyceの場合とは逆に常に degressiveであったのであり，これは「意識の流
れ」の小説に伝統的な小説を加える，いわば，折衷の過程であったと言える
のである。そして，The Sound and the Furyにおいて結論的に見出し得た
ものを，始めから意識的に表現したものが，次作 As1 Lay Dyingであり，
彼による「意識の流れ」の小説はこれを以て終りをつげることになる。
このように， I意識の流れ」の表現に関する限り，その辿った過程の長さに
おし、て，両者の聞に非常な差異はあるにしても， Joyc巴と Faulknerは完全
に逆な道を辿ったと言える。すなわち， Joyceは，Dublinersの客観描写か
ら始めて，Portraitを経，Ulyssesの“Penelope"episodeにおける完全に作
者の介入を排除した描写へと到達し， Faulknerは，The Sound and the Fury 
において， 第一章の白痴 Benjyの完全なる objectivityから始めて，結局，
第四章の客観描写へと到達するのである。 しかし， 一口に「完全に逆な道J
とは言いながらも，彼等の辿った道は，厳密な意味においては， I完全に逆」
と言い得ないことは確かである。なぜ、なら，この二人の小説家が用いた「意
識の流れ」の表現もまた多種多様で、あり，そこには多くの類似点と相違点を
見出すことが可能だからである。
(ニ)
ひとしく「意識の流れ」の小説とは言っても，Ulyssesと TheSound and 
the Furyとの聞には，作品の本質という点においても，非常なへだたりがあ
ることは確かである。それは，祖国アイルランドにいれられず，ヨーロッパ大
陸に逃れてダプリンを描きつづけながらも，ある意味では自由な心を持ち得
(17) 
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た Joyceと，終始故郷オックスフォード(アメリカ・ミシシツピー州北部にある)
を去ることが出来ず，絶え間なく南部における白色人種の罪の意識にさい
なまれながら，虚構の土地ジェブアースンを描きつづけた Faulknerの心
そのものの違いと言えるかも知れない。しかし，また，見方をかえれば，
Faulknerの内部に育てられていったアメリカ南部という特異な土地の地理
的，歴史的記憶は， Joyceが Ulyssesにおいて描こうとしたものと，或る意
味では同じ性質のものだとも言い得るのである日)。
Ulyssesにおいて Joyceは，主として三人の異なった「意識の流れ」によっ
て， 夕、、プリンという地方都市の一日を描き，The Sound and the FUIツにお
いて Faulknerは，更に異なる傾向をもった三人の「意識の流れ」によって，
アメリカ南部の名門 Compson家の没落，すなわち南部の悲劇を拙いている。
Ulyssesにおける「意識の流れ」を主として構成しているものは，芸術家肌
の学生 StephenDedalus，平凡なる一市民 LeopoldBloom，その妻 Molly
Bloomの三人であり，TheSound ωzd the Furyにおいては Compson家の
三兄弟， Benjy， Quentin， Jasonである。 この両作品において， Joyceと
Faulkner は共に，その程度に差はあるにしても，極めてリアリスティックに
意識の類型をとらえ，作中人物達の「意識の流れ」を，個人的特徴をもつま
まに表現しようとしたのである。
従って，これら二つの作品においては，それぞれ三人の作中人物の意識描
写は，そのまま彼等の性格描写と一致しているのであり，各人物の性格に
よって，Ulyssesで、は， St巴phenのものはかなり精神的なもの， Bloomのも
のは世俗的なもの， Mollyのものは性的なものであり，また，The Sound and 
the Furyでは，白痴としての Benjy，自殺者としての Quentin，悪人として
の Jasonという具合に，それぞれ異なったレベルの意識で，異なった文体で，
確かに明瞭に描き分けられている 10)。だが，これら二作品について，各三人
の主たる作中人物を相対的に見て行くとき，彼等の「意識の流れj の開に或
る種の類似が見出されるように感ずるのである。
先ず，Ulyssesの Mollyの意識を見てみよう。
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-・andGibraltar as a girl where 1 was a Flower of the mountain 
yes when 1 put the rose in my hair like the Andalusian girls used 
or shall 1 wear a red yes and how he kissed me under the Moorish 
wall and 1 thought well as well him as another and then 1 asked 
him with my eyes to ask again yes and then he asked me would 1 
yes to say yes my mountain flower and first 1 put my arms around 
him yes and drew him down to me so he could feel my breasts al 
perfume yes and his heart was going like mad and yes 1 said yes 
1 will Yesll). 
(ーそれからジブラルタルむすめのころあたしはあのまちでやまにさく
はなそうよあたしがぱらのはなをかみにさすとまるでアンタルシアの
むすめそれともあかいのつけようかそうよそしてかれがムーアじんの
じようへきのしたで、あたしにキスしたしかたそしてあたしはおもったか
れはどのおとこよりもすばらしいそしてあたしはめでうながしたのもう
いちどおっしゃってそうょするとかれはあたしにそうよゃまにさくぼく
のはなイエスといっておくれとそしてあたしはまずかれをだきしめそう
よそしてかれをひきょせかれがあたしのちぶさにすっかりふれることが
できるようににおやかにそうよそしてかれのしんぞうはたかなっていて
イエス イエス
そしてええとあたしはいったええし、し、ことよイエス。)
ここに引用したのは，Ulyssesの最終章“Penelopeリ episodeの最終部分で
あり， Mollyはまさに眠ろうとしている。彼女のかたわらには遅く帰宅した
夫 Bloomがねているが，実際には，連想を生み出させるような外的な刺激
は何もない。しかし，彼女の思考は次々と発展し，ふと浮んだ連?慢が別の連
想を生んで、行く。このときの彼女の思想は，Ulyssesの中で最も「内的独白」
と言うべきものに近づくと言われる 12)。人称はすべて一人称で， direct inte-
rior monologueの典型的なものであり， 作者の介入は全くない13)。 ここで
は，作者は真に純化されて，存在から遊離していると言える。従って，読者
は，ここに描かれた人生に直接関与している感じを抱き得るのである。 Joyce
は，作者の偏見や価値判断をとおさずに，人生をありのままに描出すること
(119) 
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を意図したのである。
Harbert Readは， 印象主義者の散文文体について， それが「読者が描か
れている事件や，光景あるいは行動に参加しているような錯覚を感ずるよう
な文体のことである」と言い，パルサックの文体について，八、わゆる思考す
る型だと言われる彼の文体では，この作者，作中人物一体の情緒は伝えな
かった」と述べた後で、“Penelope"episodeにふれて，
The final stage of impressionism is reached in the so-called 
interior monologue， which James Joyce used with such brilliance in 
the last section of Ulysses. All trace of the author's personality 
has disappeared: he is completely identified with the character he 
is describing， and has no idiosyncrasies of his own left. The style 
is no longer the man (i. e. th巳 author)but the character14l. 
と述べ，作者，作中人物一体の典型的な例としている。
これに比して，The Sound and the Furツにおける Benjyの意識は次の如
くである。
‘You're not a poor baby. Are you. You've got your Caddy. 
Haven't you got your Caddy.ラ
Can't you shut up that moaning正mdslobbering， Luster said. 
Ain't you shamed of yourse.び maki昭 αI this r・acket. We passed 
the carriage house， where the carriageωαs. It had α new whιel. 
‘Git in， now， and set stil until your maw come.' Dilsey said. 
She shoved me into the carriage. T. P. held the reins15l • 
(1おまえ，かわいそうな坊やじゃないわね。おまえのキヤディーがつ
いているんだもの。ねえ，そうだと思わない」
そんなふうにブーブーやらかしたり，泣き立てるのなんぞ， おめえやめられねえ
だかよ， とラスターが言った。そんなみっともねえことをひとりでやっといてよ，
おめえ，はずかしいと思わねえだかよ。われわれが馬車小屋の前を通りすぎると，
馬車が入れてあった。それには新しい輸がついていた。
「さあ，こん中に乗りこんで，かあちゃんが来るまでおとなしく坐っと
(120) 
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るだ」とディルシーが言った。彼女はわたしを馬車の中に押し入れた。
ティー・ピーが手綱をとった。)
この例の中で，‘You'reから Caddy'.までの部分は， 1900年 12月23日，
つまり， CaddyとBenjyが UncleMauryの手紙を Mrs.Pattersonにとど
けに行った日における Caddyの言葉を Can'tから wheelまでのイタリッ
ク体の部分は， 1928年4月7日，黒人少年 Lusterに守られて家のあたりを
さまよう現在を，‘Git以下は， 1912年 Benjyの父 Mr.Compsonが死んだ
際に墓地まで、行った時のことを描いている。白痴 Benjyの意識は未分化であ
り，直接的な感覚によってしか物事を認識出来ないから，過去と現在を別々
のものとしてとらえる能力がない。その「内的独自」は，彼の未分化な「意
識の流れJを表現するにふさわしく，単純な sentenceで、描かれているが，
chronological orderが破壊されていて，時間の移り変わりを普通の活字とイ
タリツク体で書き分けていること以外は，普通の文法の規則通りに書かれて
おり， Alb白色が言う意味での不明瞭さはない16)。我々は極く自然に白痴の
意識の中に入り込み，その単純さからなんらかの imageを与えられ，ここに
措かれている物事をありのままに感ずることが出来る。意識の表面を行きか
う現実の事柄と，それによって触発された過去の記憶が交錯して，我々は白
くぼけた印象を得ることになる。L.Edelも指摘するように， この章は確か
に終始 ]oyceのPortraitの冒頭を思わせる調子で描かれている17)。
これら二つの意識は， i意識の流れjの表現が最も顕著に現われたものであ
り，ともにその代表的なものと見倣されている。覚醒時における白痴の意識
と，まさに眠りに入ろうとする正常な女の意識を比較した場合，その抽象レ
ベノレ18)にはるかに差のあることは当然である。 しかし， Goldbergの指摘す
るように19)，Mollyはその長い独白の間，考えたり，行動をしているとは殆
んど言えず，ただあるがままに存在しているにすぎず，また，彼女の「意識
の流れ」は， Stephenや Bloomのものと異なり，本質的に passiveで，経
験を思い出L，区別せずにごたまぜ、にし，吸収しているにすぎないのである
から，これに， syntaxの点から見て Mollyの考えは無思想であるとする
(121) 
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Tinda1の指摘を加えるならば20)，彼女と Benjyとの距離は小さくなるであ
ろう。
しかし，それ以上にこの両者に共通していることは，作者の介入の皆無と
言う点である。 Boothは， その著 Rhetoricof Fictionにおいて， “True 
nov巴lsmust be rea1istic"と言い，また，“Allauthors should be objec-
tive"と述べているが21)， このこつの法則は前世紀なかば以後， 小説を作る
際に最も大切なことと見倣されるようになり，小説家は出来得る限りその作
品を realisticに， objectiveに描こうと努めるようになった。そして，結局，
「意識の流れ」の手法にまで到達したのであった。 Joyceが Ulyssesにおいて
目指したものはまさしくこれであり， さきにあげた“Penelope"episode に
おける Mollyの意識はその頂点であったと言える。
だが上にあげ、た白痴 Benjyの意識は，これを更に一歩前進させたと言える
のではなかろうか。この点に関して O.W. Vickeryは，
The Benjy section seems to have been more exclusive1y Faulkner's 
invention， a deliberate attempt to extend the boundaries of the 
novel beyond the point to which Joyce had already pushed them22). 
と述べているが，作者の介入を避け，作中人物をより realisticに，より ob-
jectiveに描くことを目指すのが， I意識の流れ」の小説の意図であるとすれ
ば，この Benjyの意識は， Joyceが作ったものを修正したと見るよりは23)，
Fau1knerが独自に発明し， 小説の領域を拡大させようと努めたと見るべき
であろう。このこつの意識を比較して見るとき，作者が全く介入していない
点では同等と見倣し得るが， 更に objectivityの度合と言う点を考慮に入れ
るならば， Mollyの意識よりも Benjyの意識の方が， I意識の流れ」の表現
として更に前進したものと見倣されるのではなかろうか。
次に，Ulyssesにおける Stephenの意識と，The Sound and the Furyに
おける Quentinの意識を見てみよう。
Ineluctab1e moda1ity of the visib1e: at 1east that if no more， 
thought through my eyes. Signatures of al things 1 am here to 
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read， seapawn and seawrack， the nearing tide， that rusty boot. 
Snotgreen， blu巴silver，rust: coloured signs. Limits of the diaphane. 
But he adds: in bodies. Then he was aware of them bodies before 
of them， sure. Go easy. Bald he was and a millionaire， maes17'o 
di color che sanno. Limit of the diaphane in. Why in? Diaphane， 
adiaphane. If you can put your five fingers through it， itis a gate， 
if not a door. Shut your eyes and see241 • 
(眼に見える物質の避けがたし、形態。すくなくともそれだけは，ぼくの眼
をとおして考えたもの。ここでぼくに読みわけ得る，あらゆるもののさ
まざまな記号。魚の卵と海草，寄せて来る潮，あの古靴。青っぱなの緑
いろ，青みがかった銀いろ。赤錆いろ。色わけした記号。透明の限界。だ
が，彼はつけくわえている。物体における透明の，と。じゃあ，彼は色
わけに気がつくよりも前に，こういう物体に気がついていたわけだ。ど
うやって? きっと，おつむをぶっつけたんだろうさ。気をつけろよ。
彼は禿げていたし，それに百万長者だ、ったからな，このもの知れる人々
の師は (77223蓄すソ)。 物体における透明の限界。 なぜ， Lみるなの
か? 透明にしろ，不透明にしろ。五本の指が通れば，それは門だ。通
らなけりゃ， ドアだ。眼をとじて見ろ。)
これは，Ulysses第三章“Proteus"episodeの冒頭の部分で， 哲学青年
Stephen は小学校での勤務を終えて， Sandymountの海岸を歩いている。海
を見ながら次ぎ次ぎと頭に浮ぶ imageが，そのまま正確に記されてゆく。
“Telemachus" episodeより“Proteus"episodeに至る第一部の大部分は，
Stephenの意識からなっているが，その特徴が最もよく表われているのが，
この“Proteus"巳pisodeである。彼の「内的独白」には種々の外国語や，抽
象的な思考などがまざり，それを描く文体はかなり混乱しているが，これが
知的で，懐疑的な詩人，哲学者としての彼の性格をよく表わしており，その
性格描写に役立っていると言える。
次は TheSound and the Fury第二章における Quentinの意識である。
. . 1 am. Drink. 1 was not. Let us sell Benjy's pasture so that 
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Quentin may go to Harvard and 1 may knock my bones together 
and together. 1 will be dead in. Was it one year Caddy said. 
Shreve has a bottle in his trunk. Sir 1 will not need Shreve's 1 
have sold Benjyヲspasture and 1 can be d巴adin Harvard Caddy said 
in the caverns and the grottoes of the sea tumbling peacefully to 
the wavering tides because Harvard is such a fine sound forty acres 
is no high price for a fine sound. A fine dead sound we will swap 
Benjy's pasture for a fine dead sound. It will last him a long time 
because he cannot hear it unless he can smell it25)・ー
(. .ぼくはいる。酒。ぼくはいなかった。ベンジーの牧場を売ろうじゃ
ないか，そうすればクェンティンはハーヴァードに行けるだろうし，わ
しも骨と骨とをぶっつけさせていられるだろうからな。わしは死んでし
まうだろうあと。一年もたたぬうちにとキャディーは言ったんだったか
しら。シュリーヴはトランクにー瓶入れている。いや，ぼくはシュリー
ヴのはいらないんだベンジーの牧場をぼくは売ったのにぼくはハーヴァ
ードで死ぬかも知れないとキャディーが言った海の大小さまざまの洞震
の中で、ゆれ動くうしおにあわせておだやかにころがって行きハーヴァー
ドというのはほんとにすばらしい名なんだから四十エイカーだってすば
らしい名には高価すぎることはない。死んだすばらしい名われわれはベ
ンジーの牧場を死んだすばらしい名と交換しよう。それはベンジーには
永持ちするだろう，においでそれがわからなければ彼には聞こえないん
だから.. .) 
計画した自殺を目前にひかえたノ、ーヴァード大学生で， Compson家の長
男である彼の意識においても， chronological orderはばらばらに破壊されて
おり，過去のさまざまな記憶が現在の意識とまざり合い， Benjyの場合とは
また異なった仕方で，その混乱しぶりを明確に我々に示してくれる。ここで
は，意識の錯乱を効果的に表現するために，すべての文法上の規則を無視した
表現を用いており，この表現技巧が， 自殺者の黒々とよどんだ意識の内部の
印象を適切に描き得ている。この Quentinの意識の表現形式も，仔細に検討
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すれば，数種の型に分類することが可能であるが，さきの Benjyの意識が，
すで、に述べたように Faulknerの発明であり，Ulyssesにおし、て Joyceが開
拓した小説の領域を更に拡大したものであると言われるのに比し，これは，
一般的に言って Ulyssesにおける Joyceの描写方法に最も近いものであり 26)
Joyceに大いに負うている方法であるとも言われ27)，Vickeryも“theQl児島
tin section seems a deliberate ex巴rcisein the Joycean mode明)と述べて
いる。
臨終の母のためにも庁ることを拒絶した良心の可責にせめられながら，精神
的な父を求めてさまよう，懐疑的な詩人，哲学者 Stephenと，姉 Caddyの
堕落によって象徴される Compson家の没落を， 自己の犯した罪の妄想にお
いてくいとめようとする， 自殺寸前のハーヴァード大学生 Quentinの意識
は，共に，知的ではあるが，混乱している高度な抽象レベルの「内的独白」で
表現され，それはそのままこの両者に共通した独自な文体を形成していると
見ることが出来るのである。
では最後に，Ulyssesにおける Bloomと，The Sound and the Furyにお
ける Jasonの意識を見てみよう。
He strolled out of the shop， the newspaper baton under his 
armpit， the coolwrappered soap in his left hand. 
At his armpit Bantam Lyons' voice and hand said: 
-Hello， Bloom， what's the best news? Is that today's? Show 
us a mmute 
Shaved off his moust正lcheagain， by Jove! Long cold upper lip. 
To look younger. He does look balmy. Younger than 1 am. 
Bantam Lyonsヲ yellowblacknailed fingers unrolled the baton. 
Wants a wash too. Take off the rough dirt. Good morning， have 
you used Pears' soaP? Dandruff on his shoulders. Scalρwants 
oiling. 
1 want to see about that French horse that's running today， 
Bantam Lyons said. Where the bugger is it ? 
He rustled the pleated pages， jerking his chin on his high collar. 
Barber's itch. Tight collar he'l lose his hair. Better leave him the 
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pajうerand get shut 01 him29) 
-You can keep it， Mr Bloom said. (イタリツク筆者)
(彼は庖からゆっくり歩いて出た。まるめた新聞紙をわきの下に，冷たい
手ざわりの紙につつんだシャボンを左手に握っていた。
わきの下のところにノくンタム・ライアンズの声と子がかかった。
ーやあ，ブルーム，なにかいいニュースがあるかね? これは今日のか
い? ちょっと見せてくれよ。
また口ひげを剃り落したな，こいつ! 長い冷たし、上唇。若く見せたいんだ。た
しかにすっきりしてる。おれより若し、。
ノミンタム・ライアンズの爪の黒い，黄いろい指が，巻いた新聞紙をひろ
げた。 これも洗う必要があるのざらざらの垢を落す。おはようございます，あなた
はピアス石鹸をお使いになりましたか? ふけが肩に。頭も油をつけないと。
一今日の競馬に出るあのフランス馬のことが読みたいんだ， とパンタ
ム・ライアンズは言った。どこに載ってやがるだろう?
ひだのついた新聞紙をがきがさいわせながら，彼は高いカラーのとに
顎をつきだした。剃万まけ。窮屈なカラーをして，ひげがすりきれてしまうぞ。
走行間企くれてやって逃げだすほうがよさそうだ。
一君にあげるよと， ミスタ・ブ、ルームは言った。)
これは Ulysses第二部“Lotus-eaters"episodeの終わりに近い部分であ
る。 イタリック体の個所は， Bloomが友人 Dignamの葬儀に出席する前に
一風呂あびようと思い，スウィニー薬局で石鹸を貰い，広から出た所で Ban-
tam Lyonsと出会って話をしながら起る「内的独白」である。 Bloomは
Stephenとは全く別種類の，中年の感覚的な生活人である。愛人を持ち，妻
も愛人を封ニっている新聞社の広告取りであるが，一個の社会人として仕事は
し，友達の葬儀には席をつらね，表面的には普通の道徳の形式に従って生き
る平凡な常識人であり，現代人の典型でもある初)0 Bloomの恵識は， r内的
独白」の貧Ij始者である， フランスの象徴主義作家主douardDujardinのLes
lauries sont couρes (月桂樹切られたり)の DanielPrinceのものと大変似ている
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と言われる31)。これは「内的独自」でも極く初歩的なものであり，非常に分
りやすいが， Bloomも直接的にものを見， それをそのまま正確に心に反映
し，たくわえてゆくから，彼の「内的独白Jは， Stephenとの性格の相違に
比例するかのように，整った，極く普通の平凡な文で，きわめて明瞭に描か
れてゆく。 Ulysses第二部に現われる「内的独白」は， Bloomのものが大半
を占めるが，これを第一部の Stephen，第三部の Mollyのものと比較すると
き，一般にそれらよりもはるかに浅い意識であることが分る。特に上にあげ
た例のように，その「内的独自jが会話の途中で起る場合には，まさに表出
されようとしている， soliloquyに最も近い意識であると言える。
次は，The Sound and the Fury第三章における J丘sonの意識である。
'A11 right，' 1 says， 'All right. Have it your way. But as 1 
haven't got an office， 1'1 have to get on to what 1 have got. Do 
you want me to say anything to her?' 
'I'm afraid you'll lose your temper with her，' she says 
'All right，' 1 says ‘1 won't say anything， then.' 
'But something must b巴 done，'she says. 'To have people think 
1 permit her to stay out of school and run about the streets， or 
that 1 can't prevent her doing it...Jason， Jason，' she says， 'How 
could you. How could you leave m巴 withthese burdens.ラ
‘Now， now，' 1 says， You'll make yourself sick.明Thydon't you 
either lock her up al day too， or turn her over to me and quit 
worrying ov巴rher?沼)
(1し、し、よ」とおれは言う。「し、いよ。お母さんの好きなようにするがし、い
のさ。だけどぼくは自分の事務所などありゃしないんだから，大急ぎで
有り合わせのところへ出かけなけりゃならないんだ。ところで，あの娘
に何か言ってほしいのかい?J 
「おまえあの子にカッとなりゃしないだろうかね?Jと彼女は言う。
「よろしし、」とおれは言う。「じゃあぼくは何も言わないから」
「だけどなんとかしなければいけないんだわ」と彼女は言う。「わたしが
あの子に学校をずるけたり街をほっつき歩くのを許しているとか，それ
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をとめも出来ないなどと人から思われるなんて.…ジェーソン，ジェーソ
ン」と彼女は言う。「どうしておまえは，どうしておまえはこんな重荷を
わたしに負わせておけるっていうのよ ?J
「まあ，そう言わないでよ」とおれは言う。「それじゃあ，お母さん自
分で病気になってしまうじゃないか。あいつを一日中とじこめておく
か，それともぼくに引き渡してあいつのことを気にやまないようにする
か，どうしてどっちかに出来ないんだい?J) 
これは， Caddyの生んだ私生児で， Compson家にひきとられて育てられ，
現在高校生になっている不良の娘 Quentinの取扱いについて， 神経衰弱の
母親と Jasonがなした対話を， Jasonの soliloquyとして描いたものであ
る。 Compson家の三兄弟の中で、ただ一人正常な精神能力を持った Jasonの
意識は， Benjy， Quentinの意識のようなぼやけ方をしておらず， 現在と過
去が正確に区別されて，明瞭に分りやすく描かれている。彼は非良心的では
あっても，社会的な situationの中で実際に行動をなし得る人間であるから，
その soliloquyも，平凡で，実利的な人間のもつ非個性的な，型にはまった
ものとなっている。 Faulknerは第一章，第二章における Benjy，Quentinの
「内的独白」ではなし得なかった，内面的な「意識の流れ」と外面的な筋の運
びを結合させ，読者への伝達性を増そうとして，このような表現形式をえら
んだのである。勿論，この第三章における Jasonの意識は，上例のように明
瞭に soliloquyと見倣されるものばかりではなし 「内的独白」と考えた方
がよいものもあるが，そうした場合で、も，極く浅い，表面的なものと解せら
れる。こうした点で，常識的で平凡な一市民 Bloomと， Compson家でただ
一人正常だが， 強欲な Jasonとの聞に， I意識の流れ」の表現の類似点が何
われるように感ず、るのである。
(三)
以上， (二)においては，Ulyssesを構成する Stephen，Bloom， Mollyの意
識と，The Sound and the Fuりを構成する BenjyQuentin， Jason，の意識
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との聞に， Molly-Benjy， Stephen-Quentin， Bloom-Jasonとという対比が
存在し，それぞれの「意識の流れ」の表現方法の聞に，その程度に差はある
にしても，何らかの類似点があることが伺われた。
しかし，この二つの「意識の流れ」の作品を，今一度別の角度から見直
すとき，その表現方法が著しく異なっていることに気付くのである。すなわ
ち，The Sound and the Furyにおいては，確かに「意識の流れ」の表現方法
が用いられている。しかし，ここで用いられている方法が，Dorothy Richard-
sonや Joyceによって創られた，いわば， standardな方法の中に分類し得る
かどうかは疑問なのである。 Faulknerがその手法を Joyceに学んだであろ
うことは確かであるが，The Sound and the Furyにおいて彼は， Joyce的
な方法を彼独自のものに作りかえ，基本的な techniqueとして用いているの
である。次に，両者のこの相違点について考察してみよう。
一般的に見て，普通の「意識の流れ」の小説は，作中人物の心の内部をそ
のあるがままの姿で表わすことを意図しており，動作とか行動などはただ付
随的に現われるにすぎない33)。 しかし，この付随的に現われるにすぎない動
作とか，行動が，心の内面を正しく描き出す助けとなっているのである。つ
まり，心の内面だけをあるがままの状態で描こうとしても，それは不可能に
近いと言える。従って，大抵の小説家は， ["意、識の流れ」の描写に際して，そ
れをスムーズに進行させるために三人称の narrator又は observerを用いる
のである。 Uかssesにおいては， narratorの外的な行動を簡単に記述してか
ら，その入閣の内的思考過程の描写へと移る場合が多し、34)。すなわち，普通
の説明文の形で外面描写が過去形で行なわれ，それに続いて「内的独白」が
現在形で描写されるのである。
He crossed to the bright side， avoiding the loose cellarflap of 
number seventyfive. The sun was nearing the steeple of George's 
church. Be a warm day 1 fancy・ S1りeciallyin these black clothes 
feel it more. Black conducts， refiects (refracts is it ?)， the heat. But 
1 could't go in that light suit. Make a picnic of it. His eyelids 
sank quietly often as he walked in happy warmth. Boland's bread司
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van delivering with t1'ays our daily but she p1'そんrsyesterday's loaves 
turnovers c1'isp crowns hot. Makes you feel young. Somewhere in 
the east: early morning: set off at dawn， travel 1'ound in 介。ηtof 
the sun， steal a day's ma1'ch on him. Keelう itup fo1' ever neve1' 
grow a day older techni・cally35). (イタりツク筆者1
(七十五番地の地下室のゆるんだ揚げ蓋を避けて，彼は太陽の当る側へ
渡った。太陽はジョージ教会の先端に近づきかけている。今日は暑くなり
そうだ。 こんな黒い服を着ていると特に暑さがこたえる。 黒は熱を伝達し反射(屈
折，だったかな?)する。 しかし， まさかあの明るい服を着て出るわけにもゆかな
い。まるでピクニックのいでたちだからな。幸福な暖かさのなかを歩きなが
ら彼の瞭は何度も静かに閉じた。ボーランド商広のパン車がその日のパンを
盆に入れて配達している。 しかし彼女は前日のノマンのほうが好きなんだ。外仮Utiか
りかり，てっぺんを熱く焼いて。すっかり若がえったような気がする。東方のどこ
かの国で，朝はやく。夜明けとともに出発して，太陽の一歩まえを歩いて，一日分
の行程をかせぐ。永久にそれをつづ、ければちっとも年をとらないですむ理屈。)
これは Ulかysおseω5第第今二部の
に行く途中のBloomに起る「内的独白」でで、ある o ここでは， He crossedか
ら churchまでのこつの sentenceは， Beから itまでの「内的独白Jを，
His eyelidから warmthに至る sentenceは， Boland's brerdvan以下の「内
的独自」をスムース、に描写するのに役立つている。この種の例は Ulyssesば
かりでなく， Woolfの諸{乍にも多く見出されるが， 実際， r意識の流れ」が
効果的に描写されるためには， r内的独白」にはこのような三人称の narrator
又は observerが必要なのである。この三人称の narrator又は observerが
ない場合には，それをおぎない得るような手法を用いなければ，作中人物の
「意識の流れ」を，そのあるがままの姿で描写しつづけることはむずかしいの
であるお)。
ところが，これに対して Faulknerの場合には， 間接的な表現方法を一切
排除しており Joyceや Woolfの場合に存在した三人称の narrator又は
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observerは存在しないのである。 Ulyssesの場合とは異なり，The Sound 
and the Furyでは，なんの前ぶれもなく，気がついてみるとそこに投げこま
れていると感ずるのはそのためで、ある37)。 この作品は，作者と作品の分離に
成功していると言われる Ulysses以上に作者との距離は少ないのである。そ
のため，当然，心が実際にあるままの状態を描写するのに必要とされる弾力
性を欠く事になるが， Fau1knerは演劇的な手法を用いてこの制限をおぎな
っている38)。すなわち，The Sound αnd the Fury においては，Ulyssesにお
いて見られる種類の narrator又は observerが存在しない代りに，独白者自
身が彼等のまわりで起る事柄の narrator又は observerなのである。これは
先にあげた三つの章のいずれについても言えることであるが，そのことが最
も顕著に伺える Benjyの独白を今一度見てみよう。
Yozιgo on and keep that boツoutof sight， Dilsey said. 1 got 
αI 1 can tend to 
A snake craw1ed out from under the house. Jason said he 
wasn't afraid of snakes and Caddy said he was but she wasn't and 
Versh said they both were and Caddy said to be quiet， like father 
said 
You ain't got to start bellering now， T. P. said. You want 
some this sassprilluh. 
lt tickled my nose and eyes. 
11 you ain't goiηg to drink it， let me get to it， T. P. said. All 
right， here'tis. We better get another bottZe while ain't nobody 
bothering us. You be quiet， now. 
We stopped under the tree by the par 10m window. Versh set 
me down in the wet grass. It was co1d. There were lights in all 
the windows39). (イタリック筆者)
(さあ，サッサと行って，あの子を人目につかねえようしとくだ， とデイノレシー が
言った。おらはこっちのことだけで手にあまっちまうだからな。
蛇が一匹，家の下から這い出Tこ。ジェーソンが，蛇はこわくない，と
言うと，キャディーが，おまえこわいんだわ，だけど，あたいこわくな
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い，と言い，ヴァーシュが，二人ともこわいくせに，と言った，するとキ
ャディーが，お父さんの言ったとおり，静かにしなくちゃあ，と言った。
おめえ今頃んなってわめきだすこたあねえだよ，とティー・ピーが言った。 おめ
えこのサノレサ水をすこしもらいてえちゅうだかね。
それはわたしの鼻と目をくすぐった。
おめえそれ飲みたくねえちゅうだら，おらにだって， ちっとは分けてくれたって
ええだろ，とティー・ピーが言った。よしよしさあ，ここにあるだ。誰も邪魔に来
ねえうちに，おらたち，もう一本取って来た方がええだな。さあ，静かにするだ。
われわれは客聞の窓のそばの木の下にとまった。ヴァーシュがわた
しをぬれた草の中におろした。冷たかった。どの窓にも明りがついて
いた。)
この例では， イタリッグ体で Benjyの姉 Caddyの婚礼の夜の場面を，普
通の活字で祖母 Dammudyの死の夜の場面を描いている。白痴 Benjyに
とっては，明りがともされ，客が集まり，周囲の者達が何やら忙しくたちま
わっているのを垣間見る限りでは，婚礼も通夜も同じものとして認識され，
この二つの場面ほ交互に今しばらく続くのである。これがすべて白痴 Benjy
の意識であることは確かであるが，彼はこれらの事柄を意識しながら，また
一方で明瞭に外的な行動をしているのである。つまり， Faulknerは，この白
痴の意識を描きながら，更にこれを視点にして，読者に storyの発展を理解
させようとしているのである。 Ulyssesにおいてはまだ対立したまま別々に
残されている意識と行動の両者が，ここでは極めてスムーズに把握されてい
るのである。
これらの事柄に関連して大橋健三郎氏も， I本来小説における内的独自に
あっては，独白者自身の外的な行動は，すべてその独白そのものに吸収され
てしまうものて、あって，行動と独自が同時に行なわれるということは，演劇
ででもないかぎり，ありえないはずであるから，このように，独白者が独白
を行ないながら，しかも同時に一定の外的な行動をとっているかのような，
一種劇的な幻覚をあたえるということは， まさに Faullmerのみごとな技法
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上の勝利を意味するものにほかならない。J40)と述べているが， Faulknerの
「内的独白」の中に包含されている演劇的要素は， Joyceが他の如何なる作家
よりも多く示していると言われる，所謂 dramaticimmediacy (演劇的直接性)41)
をはるかに凌駕するものではないだろうか。
しかし， Faulknerのこの演劇的技法は，本当に彼独特のものと言い得るで
あろうか。 いま， JoyceとFaulknerの相違点について考察しながら，ここ
でまた Faulknerに対する Joyceの影響を考えないわけにいかないのであ
る。小説において「意識の流れ」を描出するのに，実際の演劇的技法が用い
られている唯一の例は，Ulysses第二部における“Circe"episodeであり，こ
こでは，設定された場面が実は StephenとBloomの意識そのもので，演劇
的技法の使用によって彼等の心の中は適切に表現され， 巧みに objectifyさ
れている。
BLOOM : (Runs to Lynch) Can't you get him away? 
LYNCH: He likes dialectic， th巴 universallanguage. Kitty! (To 
Bloom) Get him away， you. He won't listen to me. (He drags 
Kitty away.) 
STEPHEN: (Points) Exit Judas. Et lαqueo se sUSJうendit.
BLOOM : (Runs to Stephen) Come along with me now before worse 
happens. Here's your stick. 
STEPHEN: Stick， no. Reason. This feast of pure reason. 
CISSY CAFFREY: (Pulling Private Carr) Come on， Y ou're boosed. 
He insulted me but 1 forgive him. (Shouting in his ear) 1 forgive 
him for insulting me. 
BLOOM: (Ovel・Stephen'sshoulder) Yes， go. You see he's inca-
pable42). 
(ブルー ム (リンチのそばに駆け寄る。)あいつを連れてってくれないか?
リンチ 彼は弁証法が，世界語が大好きなんでね。キティー!(プノレーム
に向って)あんた連れてってくれよ。彼はおれの言うことなんか開かない
んだ。(彼はキティーを引っ張って去る。)
スティヴン (指さして)ユダ去り行き，みずから溢れたり。
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ブルーム (スティーヴンのそばに駆け寄る。)これ以上ひどくならないうち，
いっしょに来たまえ。そら，君のステッキだよ。
スティーヴン ステッキなんか。理性だよ。純粋理性のこの饗宴。
シシー・キャフリ- (カー兵卒を引っ張りながら)さあさあ， あんた酔っぱ
らってんのよ。あのひとはあたいを侮辱したけど，赦してやるわ。(彼の
耳もとで大声を張りあげて)あのひとが侮辱したのを赦してやるわ。
ブルーム (スティーヴンの肩越しに)そうとも，引き取ってくださいよ。ほ
う，この男はつぶれちまってるんだ。)
これは
売笑窟マボツト街から逃れ出ようとしている。批評家によって Goetheの
Walpurgisnachtや， Flaubertの Tentationde Saint Antoineとの類似性を
指摘されるこの episodeは43)，Ulysses中最もすぐれた部分で、あるとも言わ
れ，量的に見ても全体のほぼ四分のーにあたり，幻想家としての Joyceの才
能が，この戯曲体の部分で最も適切に発揮されていると思われる。勿論戯曲
とは言っても，我々が普通に文学のージャンルとして認めている戯曲とは異
なり， r意識の流れ」を表現する techniqueとして幻覚を描き出すために，
会話や独白にト書をつけ加えているにすぎないが，時間と空間を超越した領
域において，一見相矛盾する要素の統合と調和が，極めて巧妙に行なわれて
いるのである。 TheSound and the Fury全体に特徴的で，Ulyssesの演劇
的直接性をはるかに越えるかに見える Faulknerの演劇的要素には， この
episodeが大きく影響しているのではないだろうか。
(四)
(三)においては， JoyceとFaulknerの「意識の流れ」の相違点について考
察し， Joyceにくらべて Faulknerが， その演劇的手法によって「意識の流
れ」の描写を効果的に行なっている点をあげたが，ここで、ふたたび(ー)で取
扱った問題にもどり，彼等三人の辿った道について考察することにしたい。
前に JoyceとFaulknerとは，その作品形成の過程において「完全に逆な
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道」を辿ったと述べ，その後で，厳密な意味においては「完全に逆」とは言
い得ないことを付記しておいた。すなわち， JoyceはDublinersの客観描写
から始めて，Ulyssesの最終章における完全に作者の介入を排除した描写へ
と到達し， Faulknerは TheSound and the Furyにおいて，第一章の
Benjyの完全なる objectivityから始めて，第四章の「作者全知」の客観描写
へと到達したのである。これだけからすれば「完全に逆」とも言えそうであ
るが，今一度その過程に注意をむけるならば，彼等の辿った道は全く異なっ
たものであることに気付くのである。
すなわち， Joyceの場合には，そのプロセスとして indirectinterior mon-
ologueが用いられているのに対し， Faulknerでは soliloquyが用いられて
いるのである。それでは，この indirectinterior monologueとsoliloquyと
の表現上の効果は，一体どのように異なっているのだろうか。 Humphreyは
これら両者の区別を明解に説明してくれているが44)，要するに， indirect in・
terior monologueは，作者がはっきりとした形で、介在して， I意識の流れ」を
導いて行くのに対L，soliloquyは，作者が介在せずに作中人物が直接読者
に語りかけるのである。つまり， 当初 Flaubertのリアリズムに学んだと言
われる Joyceが，Dublinersから Portraitを経て Ulyssesに至る過程の中
で，徐々に，徐々に，作者の存在感、を消して行ったのに対して， Faulknerは
objectivityの度合を減少させる過程におし、ても，作者の介入は可能な限り排
除しようとしたのである。それ故に，当然予想される indirectinterior mon-
ologueの章をもうけることなしに soliloquyを用いて表現したと考えられ，
全体的に見ても，The Sound and the Furyにおける Faulknerほど，作品から
完全に退場しようと努力し，それを巧みに行なった小説家はいないのである。
また， indirect interior monologueにくらべて， soliloquyがはるかに演劇
的要素にとんでいることは確かであり，それは，前にも述べたように，内面
的な「意識の流れ」と外面的な筋の運びを結合させるのに極めて効果的であ
る。このことは soliloquyを用いた Jasonの「独自」に特に伺われるが，単
に Jasonの章ばかりではなく，広く TheSound and the Furyという作品全
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{~について言えることなのである。 soliloquy のみによって描かれ， その代
表的な作品である As1 Lay Dyingは言うまでもないことであるが， The 
Sound and the Furyにおし、ても Faulknerは， r意識の流れ」の小説に特有
な，言語表現以前の意識の価値を認めると同時に， Joyceにはない，plotやsto-
ryという伝統的な小説のもつ利点をもつけ加えようと努めているのである。
Joyceを始めとして多くの「意識の流れJの作家は， まだ整理されない混
乱した意識を，そのあるがままの形において明確にとらえ，同時にそれを明
確に読者に伝達しようとしたので、ある。しかしこの両者は，二律背反的な
事象であると言える。なぜなら，もし意識があるがままの姿で，完全に描写
されたとしたら，それは読者が小説に期待する，筋の発展とか，完全な文章
構造をもつことはない筈であろうから。 Joyceが目指し，そして，ついに到
達し得た地点は，次の Kainの言葉にも伺えるように，確かに「意識の流れ」
の文学の最高峰であった。
..Actually， itis the most ambitious and monumental attempt in 
literature to render the inner lives of its three main characters-
their thoughts， inhibitions， fears， and desires. Ulysses is， first of 
al!， the greatest stream-of-consciousness novel in literature45). 
しかし， Joyceが最後的に到達し得た地点は，小説がまさに崩壊せんとす
る場所においての最高峰であったと言える。最後の伝統主義的な芸術家と言
トウピ
われる HenryJamesの所謂悼尾文 (periodicsentence)が，これまでの文章
構造に同執しすぎたものであったと丁度反対に， Joyceの「意識の流れ」は，
伝統的な文章構造からあまりにも解放されすぎたものとなったのである。
Faulkner i主ここから出発し山を下ったのである。 しかし， Joyceが登った
と同じ道を逆に辿ることをせずに。「意識の流れ」の小説に伝統的な小説を
合流させながら山を下ったのである。このことに関連して Beckは，
. What is stylistical!y most remarkable in his work is the syn-
thesis he has ef巴ct巴dbetween the subtleties of modern narrative 
technique and the resources of language employed in the tradition-
(136) 
JoyceとFaulknerにおける「意識の流れjの表現 281 
ally poetic or interpretative vein. That such a synthesis is feasible 
is demonstrated in the dynamic forms of his novels， and it may be 
prelude to significant new developments in the methods of五ction46)
と述べているが，全体的に見ても Faulknerの子法は， Joyceの手法よりも
ずっと綜合的な印象が強く，彼の描く人間は前言語意識の私的であるという
特性をもちながら， また，一般化されてもおり， 意識と行動とは plotの使
用によって結びついたと言えるのである。 Joyceが彼の全小説によって漸く
辿り着き得た頂点から Faulknerは出発し，The Sound and the Furッ一作
中で原点まて、戻ったのである。それは勿論， Joyceが歩み始めた原点とは異
なったものであるとしても。
JoyceとFaulknerの「意識の流れ」の表現には， 多くの類似点と相違点
が存在するけれども，結局， Joyceの目指したものは，常に「意識の流れ」の
頂点へ達せんとする努力であったのであり， Faulknerにあっては，それは常
に「意識の流れ」の小説に伝統的な小説を加えようとする，いわば「綜合Jへ
の努力であったのである。そして， Faulknerが， iHenry Jamesの目的を
Joyceの手段で行なおうとしたl7)とか，“astream-of-consciousness writer 
who combines the views of life of Woolf with those of Joyce"48)とか言わ
れ，また，彼の子法が，“adeliberate misunderstanding of Freudian theory 
and J oycean practice叫 9)であると言われるのは，すべて彼のこの「綜合」の
ための努力を指摘したものに外ならないのであり，彼のなしたこの「綜合J
によって， Joyceがその頂点を究めた「意識の流れ」の小説は，発展的に消
滅したとも言えるのである。
(昭46.5.18受理)
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